
 

 

2018.7.1(日)9:00～12:00 日本野鳥の会大阪支部 

担当 平 軍二（090-6901-1425）、南 茂夫、前田初雄、 

甲田照二、斎藤 健、西脇淳浩、香月清宏                

７月は清掃探鳥会、日頃鳥を楽しませて
もらっている探鳥コースのゴミ拾いをします。 
このため、①探鳥会参加費は無料、②午
前中で終了、③リーダーの望遠鏡なし  
とします。 

１．先月の探鳥会  樹林にない所では探鳥

コースから淀川本流が良く見えイカルチドリ・アマサギ・

夏羽のカンムリカイツブリなど水辺の鳥が良く観察でき

た。また、木を伐った後に草丈が伸びオオヨシキリなど

など草原の鳥の生息域は広がった。そんな中、樹林の残る所でシジュウカラなど林の鳥も出てくれた。 

ただ、河川敷の樹林伐採で、コースの 80％ほどは全く日陰のない炎天下コースとなり、数 10ｍごとに残された

木陰がオアシスとなった。 

２．今月の鳥・ホオジロ  牧野探鳥会コースの樹林がなくなりコゲラ・ヤマガラなどが

いなくなり、しかもコースが夏の太陽がじりじり照り付ける、

厳しいコースとなりました。そんな中で、せめてホオジロ・

ヒバリ・セッカなど、「草原が好きな鳥」が増えてほしいとの

思いがあり、先月のヒバリに続き、今月はホオジロとした。 

ホオジロは草原とそれに続く林のある所に多い鳥で、昔か

ら里地・里山と呼

ばれている田舎の

民家周りでは、ス

ズメより多い小鳥

であった。しかし

今では、民家の周

りに草原が激減し、ホオジロが少なくなっている。そんなこ

とから、今回樹林が伐採されて草原になった淀川河川敷に、

ホオジロが増えてほしいと思っている。 

３．自転車に注意  先月は連休最後の日だったため

か、最近では自転車の少ない探鳥会となった。と言っても牧野は

探鳥コースに「トイレが無い・自転車で危ない・コース
に木陰がない」の三重苦 が、アキレス腱になっています。中

でも自転車にぶつかると痛い目に合うのはバードウォッチャーで

すので、鳥が出たといって移動するときは、前後左右に目を配り、

「自転車から自分を守る」ようご注意お願いします。 

４．次回８月第１日曜は休み、４日第１土曜
日夕方、ツバメのねぐら入り観察会 
８月の定例会は夏休み、その代わりに前日４日にツバメのね

ぐら入り観察会とします。８月４日(土)18:00～20:00 

集合解散場所：京阪・牧野駅改口札を出て左側、穂谷川左岸堤防芝生広場(定例会集合場所) 

内容：淀川対岸高槻鵜殿のヨシ原に集まってくるツバメ、ねぐら入りを観察します。 

持ち物：服装は長袖シャツ・長ズボン、懐中電灯・飲料水必携、虫よけがあれば便利。 



科名 鳥名　

3/3 4/1 5/6 6/3 7/1 8/4 3/3 4/1 5/6 6/3 7/1 8/4

5 キジ キジ 33 1 4 3 1 401 ハヤブサ チョウゲンボウ 28 2 1 1

21 カモ ツクシガモ 1 407 ハヤブサ ハヤブサ 21

26 カモ オカヨシガモ 31 5 5 418 カササギヒタキ サンコウチョウ 1

27 カモ ヨシガモ 6 3 420 モズ モズ 65 13 5 1

28 カモ ヒドリガモ 33 3 54 435 カラス ハシボソガラス 73 25 21 26 16

29 カモ アメリカヒドリ 5 436 カラス ハシブトガラス 70 8 1 14 21

30 カモ マガモ 39 15 2 2 2 438 キクイタダキ キクイタダキ 8

32 カモ カルガモ 62 12 9 12 11 442 シジュウカラ ヤマガラ 6

34 カモ ハシビロガモ 4 2 443 シジュウカラ ヒガラ 1

35 カモ オナガガモ 8 445 シジュウカラ シジュウカラ 66 65 47 28 44

36 カモ シマアジ 1 452 ヒバリ ヒバリ 42 8 7 2

37 カモ トモエガモ 1 455 ツバメ ショウドウツバメ 3

38 カモ コガモ 42 39 31 2 457 ツバメ ツバメ 38 10 40 26

42 カモ ホシハジロ 24 2 1 459 ツバメ コシアカツバメ 12

43 カモ アカハジロ 1 461 ツバメ イワツバメ 25 12 9 4

46 カモ キンクロハジロ 26 7 2 463 ヒヨドリ ヒヨドリ 73 318 63 32 28

47 カモ スズガモ 3 464 ウグイス ウグイス 69 14 31 31 18

59 カモ カワアイサ 32 5 466 エナガ エナガ 55 23 13

60 カモ ウミアイサ 1 476 ムシクイ オオムシクイ 2

62 カイツブリ カイツブリ 29 2 1 1 477 ムシクイ メボソムシクイ 3

64 カイツブリ カンムリカイツブリ 36 4 3 1 1 479 ムシクイ エゾクシクイ 1

66 カイツブリ ハジロカイツブリ 3 480 ムシクイ センダイムシクイ 6

74 ハト キジバト 70 25 2 2 3 483 メジロ メジロ 56 3 5 2 2

127 ウ カワウ 70 13 9 12 5 492 ヨシキリ オオヨシキリ 20 16 16

139 サギ ゴイサギ 8 499 セッカ セッカ 18 2 4

141 サギ ササゴイ 12 1 2 506 ムクドリ ムクドリ 69 26 32 18 48

143 サギ アマサギ 2 1 508 ムクドリ コムクドリ 4

144 サギ アオサギ 71 2 4 7 4 511 ムクドリ ホシムクドリ 2

146 サギ ダイサギ 69 1 7 16 6 520 ヒタキ マミチャジナイ 1

148 サギ コサギ 60 4 3 2 3 521 ヒタキ シロハラ 35 12 4

153 トキ ヘラサギ 1 522 ヒタキ アカハラ 1

166 クイナ クイナ 7 2 525 ヒタキ ツグミ 37 22 7

170 クイナ ヒクイナ 5 533 ヒタキ ノゴマ 1

174 クイナ バン 11 1 1 536 ヒタキ ルリビタキ 1

175 クイナ オオバン 28 41 78 4 540 ヒタキ ジョウビタキ 36 5 1

185 カッコウ ホトトギス 2 542 ヒタキ ノビタキ 8

187 カッコウ ツツドリ 1 549 ヒタキ イソヒヨドリ 22 1 2

192 アマツバメ アマツバメ 2 552 ヒタキ エゾビタキ 2

195 チドリ ケリ 22 1 2 2 554 ヒタキ コサメビタキ 8

202 チドリ イカルチドリ 8 1 558 ヒタキ キビタキ 9 1

203 チドリ コチドリ 23 8 7 6 560 ヒタキ オジロビタキ 1

204 チドリ シロチドリ 4 561 ヒタキ オオルリ 4

227 シギ チュウシャクシギ 2 569 スズメ スズメ 73 64 44 87 93

235 シギ アオアシシギ 1 573 セキレイ キセキレイ 16

239 シギ クサシギ 2 574 セキレイ ハクセキレイ 67 4 9 1 2

241 シギ キアシシギ 1 575 セキレイ セグロセキレイ 65 7 4 4 3

244 シギ イソシギ 49 3 3 2 584 セキレイ タヒバリ 12 1

251 シギ トウネン 1 586 アトリ アトリ 25 4

286 カモメ ユリカモメ 18 587 アトリ カワラヒワ 70 15 17 38 21

293 カモメ ウミネコ 2 588 アトリ マヒワ 6

294 カモメ カモメ 1 592 アトリ ベニマシコ 32 4

299 カモメ セグロカモメ 15 1 600 アトリ シメ 30 6 1

307 カモメ コアジサシ 8 4 2 602 アトリ イカル 15

339 ミサゴ ミサゴ 42 2 610 ホオジロ ホオジロ 69 9 13 23 16

340 タカ ハチクマ 2 614 ホオジロ ホオアカ 2

342 タカ トビ 55 4 5 1 2 617 ホオジロ カシラダカ 17

349 タカ チュウヒ 1 618 ホオジロ ミヤマホオジロ 1

355 タカ ハイタカ 17 624 ホオジロ アオジ 41 13 15 1

356 タカ オオタカ 12 628 ホオジロ オオジュリン 11 1

357 タカ サシバ 1  キジ コジュケイ 12 1

358 タカ ノスリ 24 3 1  ハト カワラバト(ドバト) 72 55 31 22 38

366 フクロウ オオコノハズク 1  カッコウ カッコウSP 3

383 カワセミ カワセミ 65 1 6 4 2 カモ アイガモ 2

388 キツツキ アリスイ 7 51 52 42 36

390 キツツキ コゲラ 59 7 6 2 924 637 503 457

393 キツツキ アカゲラ 2 14 33 31 17
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